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【 書 類 名 】 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 噴 霧 ノ ズ ル
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 供 給 流 路 （ Ａ ） か ら 圧 送 さ れ て き た 液 体 を 旋 回 流 動 さ せ な が ら 噴 出 口
（ １ ） か ら 噴 出 さ せ る 旋 回 室 （ １ ３ ） と 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） 内 の 液 体 の 一 部 を 排 出 流 路
（ ７ ） に 戻 す 戻 し 流 路 （ ３ ） と 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） 内 の 圧 力 を 変 更 し て 、 前 記 旋 回 室 （
１ ３ ） か ら 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） を 介 し て 当 該 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 液 体 の 戻 し 量 を 調 節 可
能 な 流 量 調 節 手 段 （ Ｖ ） と が 設 け ら れ 、 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） が 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） よ り
も 小 径 の 貫 通 孔 を 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） と 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） と を 仕 切 る 仕 切 り 部 材 に 形
成 し て 設 け ら れ て い る 液 体 噴 出 ノ ズ ル で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 噴 霧 ノ ズ ル 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 供 給 流 路 （ Ａ ） か ら 圧 送 さ れ て き た 液 体 を 旋 回 流 動 さ せ な が ら 噴 出 口
（ １ ） か ら 噴 出 さ せ る 旋 回 室 （ １ ３ ） と 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） 内 の 液 体 の 一 部 を 排 出 流 路
（ ７ ） に 戻 す 戻 し 流 路 （ ３ ） と 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） 内 の 圧 力 を 変 更 し て 、 前 記 旋 回 室 （
１ ３ ） か ら 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） を 介 し て 当 該 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 液 体 の 戻 し 量 を 調 節 可
能 な 流 量 調 節 手 段 （ Ｖ ） と が 設 け ら れ 、 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） が 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） よ り
も 小 径 の 貫 通 孔 を 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） と 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） と を 仕 切 る 仕 切 り 部 材 に 形
成 し て 設 け ら れ て い る 液 体 噴 出 ノ ズ ル で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 噴 霧 ノ ズ ル 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 噴 霧 ノ ズ ル 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 噴 霧 ノ ズ ル 。

前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） に 開 口 す る 傾 斜 溝 （
１ １ ） が 刻 設 さ れ る 仕 切 り 部 材 と 嵌 合 す る 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 の 形 状 を 、 数 段 階 に
角 度 が 変 更 さ れ る 段 差 つ き テ ー パ ー 形 状 と し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の テ ー パ ー 角
度 よ り 緩 や か に 形 成 し た

前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） に 開 口 す る 傾 斜 溝 （
１ １ ） が 刻 設 さ れ る 仕 切 り 部 材 と 嵌 合 す る 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 を 、 湾 曲 面 で 形 成 し
た

前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 数 段 階 に 角 度 が 変 更 さ れ る 段 差 つ き テ ー パ
ー 形 状 に 形 成 し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の テ ー パ ー 角 度 よ り 緩 や か に 形 成 し た

前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 球 状 に 湾 曲 さ せ た



　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 供 給 流 路 か ら 圧 送 さ れ て き た 液 体 を 旋 回 流 動 さ せ な が ら 噴 出 口 か ら 噴 出 さ せ
る 旋 回 室 と 、 前 記 旋 回 室 内 の 液 体 の 一 部 を 排 出 流 路 に 戻 す 戻 し 流 路 と 、 前 記 排 出 流 路 内 の
圧 力 を 変 更 し て 、 前 記 旋 回 室 か ら 前 記 戻 し 流 路 を 介 し て 当 該 排 出 流 路 に 戻 す 液 体 の 戻 し 量
を 調 節 可 能 な 流 量 調 節 手 段 と が 設 け ら れ 、 前 記 戻 し 流 路 が 、 前 記 排 出 流 路 よ り も 小 径 の 貫
通 孔 を 、 前 記 旋 回 室 と 前 記 排 出 流 路 と を 仕 切 る 仕 切 り 部 材 に 形 成 し て 設 け ら れ て い る 液 体
噴 出 ノ ズ ル に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 の 噴 霧 ノ ズ ル を 、 図 １ を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る と 、 供 給 流 路 Ａ よ り 供 給 さ れ る 液 体
が 旋 回 室 １ ３ で 旋 回 し て 渦 流 状 態 に な り な が ら 噴 出 口 １ か ら 噴 出 す る こ と に よ り 、 噴 霧 液
体 が 効 果 的 に 霧 状 に な る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
　 こ の 種 の ノ ズ ル に お い て は 、 供 給 流 路 Ａ よ り 圧 送 さ れ て き た 流 体 は 、 傾 斜 溝 １ １ よ り 旋
回 室 １ ３ に 供 給 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し 従 来 の 噴 霧 ノ ズ ル に あ っ て は 、 吐 出 量 の 変 更 調 節 を し た 場 合 に 、 旋 回 室 １ ３ で 急
激 な 圧 力 変 化 が 起 こ り 、 そ れ に 伴 い 噴 出 口 １ よ り 旋 回 室 １ ３ に 空 気 を 巻 き 込 ん で し ま い 、
噴 霧 振 動 が 起 こ る 原 因 と な っ て い た の で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 吐 出 量 の 変 更 調 節 を 比 較 的 大 幅 に し て も 、 噴 霧 性 能 が 低 下 し な い 噴 霧
ノ ズ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の 如 く で あ り 、 次 に こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手
段 を 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 即 ち 、 請 求 項 １ に お い て は 、 供 給 流 路 （ Ａ ） か ら 圧 送 さ れ て き た 液 体 を 旋 回 流 動 さ せ な
が ら 噴 出 口 （ １ ） か ら 噴 出 さ せ る 旋 回 室 （ １ ３ ） と 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） 内 の 液 体 の 一 部
を 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 戻 し 流 路 （ ３ ） と 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） 内 の 圧 力 を 変 更 し て 、 前
記 旋 回 室 （ １ ３ ） か ら 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） を 介 し て 当 該 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 液 体 の 戻 し
量 を 調 節 可 能 な 流 量 調 節 手 段 （ Ｖ ） と が 設 け ら れ 、 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） が 、 前 記 排 出 流 路
（ ７ ） よ り も 小 径 の 貫 通 孔 を 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） と 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） と を 仕 切 る 仕 切
り 部 材 に 形 成 し て 設 け ら れ て い る 液 体 噴 出 ノ ズ ル で あ っ て 、

　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 請 求 項 ２ に お い て は 、 供 給 流 路 （ Ａ ） か ら 圧 送 さ れ て き た 液 体 を 旋 回 流 動 さ せ な
が ら 噴 出 口 （ １ ） か ら 噴 出 さ せ る 旋 回 室 （ １ ３ ） と 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） 内 の 液 体 の 一 部
を 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 戻 し 流 路 （ ３ ） と 、 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） 内 の 圧 力 を 変 更 し て 、 前
記 旋 回 室 （ １ ３ ） か ら 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） を 介 し て 当 該 排 出 流 路 （ ７ ） に 戻 す 液 体 の 戻 し
量 を 調 節 可 能 な 流 量 調 節 手 段 （ Ｖ ） と が 設 け ら れ 、 前 記 戻 し 流 路 （ ３ ） が 、 前 記 排 出 流 路
（ ７ ） よ り も 小 径 の 貫 通 孔 を 、 前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） と 前 記 排 出 流 路 （ ７ ） と を 仕 切 る 仕 切
り 部 材 に 形 成 し て 設 け ら れ て い る 液 体 噴 出 ノ ズ ル で あ っ て 、
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前 記 仕 切 り 部 材 の 傾 斜 溝 （ １ １ ） の 底 部 の 、 軸 心 に 対 す る 傾 斜 角 度 を
、 仕 切 り 部 材 側 面 の テ ー パ ー 角 度 よ り 小 さ く 構 成 し 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 に お け る 噴
出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 、 仕 切 り 部 材 の 側 面 の テ ー パ ー 角 度 よ り も 大 き く 構 成 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 噴 霧 ノ ズ ル 。

前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） に 開 口 す
る 傾 斜 溝 （ １ １ ） が 刻 設 さ れ る 仕 切 り 部 材 と 嵌 合 す る 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 の 形 状 を
、 数 段 階 に 角 度 が 変 更 さ れ る 段 差 つ き テ ー パ ー 形 状 と し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の
テ ー パ ー 角 度 よ り 緩 や か に 形 成 し た も の で あ る 。

前 記 旋 回 室 （ １ ３ ） に 開 口 す



　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 、 請 求 項 ３ に お い て は 、

　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 請 求 項 ４ に お い て は 、
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 請 求 項 ５ に お い て は 、 前 記 仕 切 り 部 材 の 傾 斜 溝 （ １ １ ） の 底 部 の 、 軸 心 に 対 す る
傾 斜 角 度 を 、 仕 切 り 部 材 側 面 の テ ー パ ー 角 度 よ り 小 さ く 構 成 し 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部
に お け る 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 、 仕 切 り 部 材 の 側 面 の テ ー パ ー 角 度 よ り も 大 き く 構 成
し た も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 次 に 、 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 噴 霧 ノ ズ ル の 一 部 断 面 図 、 図 ２ は ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ） と 中 子 （ ４ ）
を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 中 子 （ ４ ） の 平 面 図 、 図 ４ は 中 子 （ ４ ） の 全 体 斜 視 図 、 図 ５ は 凹 面
部 に 湾 曲 面 を 有 す る ノ ズ ル チ ッ プ （ １ ０ ２ ） と 中 子 （ ４ ） を 示 す 断 面 図 、 図 ６ は 凹 面 部 を
テ ー パ ー 形 状 と し た ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ０ ２ ） と 、 通 常 の 中 子 （ ２ ０ ４ ） を 示 す 断 面 図 、 図
７ は 側 面 に 湾 曲 面 を 有 す る 中 子 （ １ ０ ４ ） と 、 ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ） を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 灯 油 燃 焼 バ ー ナ に 装 備 さ れ る 、 液 体 噴 出 ノ ズ ル の 一 例 と し て の 灯 油 噴 出 ノ ズ ル
を 示 し 、 こ の 灯 油 噴 出 ノ ズ ル は 、 灯 油 （ 液 体 の 一 例 ） の 噴 出 口 １ が 設 け ら れ て い る ノ ズ ル
チ ッ プ ２ と 、 灯 油 の 戻 し 流 路 ３ が 設 け ら れ て い る 中 子 ４ と を ノ ズ ル ケ ー ス ５ に 内 装 す る と
と も に 、 ノ ズ ル ケ ー ス ５ の 内 周 側 に 螺 着 し た 中 子 押 さ え 部 材 ６ で ノ ズ ル チ ッ プ ２ と 中 子 ４
を 抜 け 止 め し て 構 成 さ れ 、 中 子 押 さ え 部 材 ６ に は 、 灯 油 の 排 出 流 路 ７ と こ の 排 出 流 路 ７ よ
り も 大 径 の 大 径 流 路 ８ と が 設 け ら れ 、 噴 出 口 １ と 戻 し 流 路 ３ と 大 径 流 路 ８ と 排 出 流 路 ７ の
各 々 は 、 ノ ズ ル 軸 芯 Ｘ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 ノ ズ ル チ ッ プ ２ と 中 子 ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ノ ズ ル チ ッ プ ２ 内 側 に 形 成 し た 円
錐 状 の 凹 面 部 ９ に 、 中 子 ４ 先 端 側 に 形 成 し た 円 錐 状 の 凸 面 部 １ ０ を 嵌 合 し て ノ ズ ル ケ ー ス
５ の 一 端 側 に 装 着 さ れ 、 凸 面 部 １ ０ の 周 面 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 灯 油 供 給 用 の 三 本 の
傾 斜 溝 １ １ が 形 成 さ れ 、 凸 面 部 １ ０ 先 端 側 の 扁 平 端 面 １ ２ と 凹 面 部 ９ の 底 部 側 と の 間 の 空
間 が 、 供 給 流 路 Ａ か ら 圧 送 さ れ て き た 灯 油 を 旋 回 流 動 さ せ な が ら 噴 出 口 １ か ら 噴 出 さ せ る
旋 回 室 １ ３ に 構 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 供 給 流 路 Ａ は 、 灯 油 の 供 給 管 １ ４ と 、 中 子 押 さ え 部 材 ６ に 形 成 し た 周 溝 １ ５ 及 び こ
の 周 溝 １ ５ に 連 通 す る 供 給 孔 １ ６ と 、 ノ ズ ル ケ ー ス ５ の 内 周 側 と 中 子 押 さ え 部 材 ６ 及 び 中
子 ４ の 外 周 側 と の 間 に 形 成 さ れ る 環 状 空 間 １ ７ と 、 凸 面 部 １ ０ に 形 成 し た 三 本 の 傾 斜 溝 １
１ と を 連 通 さ せ て 構 成 さ れ 、 供 給 管 １ ４ は ポ ン プ Ｐ を 介 し て 灯 油 タ ン ク （ 図 外 ） に 接 続 さ
れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 ポ ン プ Ｐ か ら 所 定 圧 力 で 吐 出 さ れ た 灯 油 は 、 周 溝 １ ５ と 供 給 孔 １ ６ と 環 状 空 間
１ ７ と に 順 に 流 入 し 、 三 本 の 傾 斜 溝 １ １ か ら 旋 回 室 １ ３ 内 に 圧 送 供 給 さ れ る よ う に し て あ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 三 本 の 傾 斜 溝 １ １ の 各 々 は 、 旋 回 室 １ ３ の 接 線 方 向 に 向 け て 灯 油 を 流 入 さ せ る よ う
に 形 成 さ れ 、 旋 回 室 １ ３ 内 に 圧 送 供 給 さ れ た 灯 油 は 、 旋 回 室 １ ３ の 壁 面 を 形 成 し て い る 凹
面 部 ９ に 沿 っ て 渦 流 状 態 で 旋 回 流 動 し な が ら 、 噴 出 口 １ か ら 霧 状 に 噴 出 さ れ る よ う に し て
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る 傾 斜 溝 （ １ １ ） が 刻 設 さ れ る 仕 切 り 部 材 と 嵌 合 す る 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 を 、 湾 曲
面 で 形 成 し た も の で あ る 。

前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 数 段 階 に 角 度 が 変 更 さ れ る 段 差
つ き テ ー パ ー 形 状 に 形 成 し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の テ ー パ ー 角 度 よ り 緩 や か に 形
成 し た も の で あ る 。

前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 球 状 に 湾 曲 さ せ た も の で あ る 。



あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 戻 し 流 路 ３ は 、 旋 回 室 １ ３ と 排 出 流 路 ７ と を 仕 切 る 仕 切 り 部 材 で あ る 中 子 ４ に 、 排
出 流 路 ７ よ り も 小 径 の 貫 通 孔 を 、 入 口 側 が 扁 平 端 面 １ ２ に 開 口 す る 状 態 で そ の 全 長 に 亘 っ
て 一 定 の 内 径 で 形 成 し て 設 け ら れ 、 こ の 中 子 ４ の 後 端 側 を 中 子 押 さ え 部 材 ６ に 形 成 し た 大
径 流 路 ８ に 嵌 合 さ せ て 、 戻 し 流 路 ３ か ら 戻 さ れ た 灯 油 が 大 径 流 路 ８ を 通 過 し て 排 出 流 路 ７
に 流 入 す る よ う に し て あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 排 出 流 路 ７ は 排 出 管 １ ９ と 連 通 し 、 排 出 管 １ ９ に は 、 排 出 流 路 ７ 内 の 圧 力 を 変 更 し
て 、 旋 回 室 １ ３ か ら 戻 し 流 路 ３ を 介 し て 当 該 排 出 流 路 ７ に 戻 す 灯 油 の 戻 し 量 を 調 節 可 能 な
流 量 調 節 手 段 と し て の 戻 し 量 制 御 弁 Ｖ が 設 け ら れ 、 排 出 管 １ ９ を 通 過 し た 灯 油 は 灯 油 タ ン
ク に 還 流 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 戻 し 量 制 御 弁 Ｖ の 開 度 を 閉 じ 側 に 調 節 す る と 、 排 出 流 路 ７ 内 の 圧 力 が 上 昇 し て
、 旋 回 室 １ ３ か ら 戻 し 流 路 ３ に 吸 引 さ れ て 排 出 流 路 ７ に 戻 る 灯 油 の 戻 し 量 が 減 少 し 、 噴 出
口 １ か ら の 灯 油 噴 出 量 が 増 大 側 に 調 節 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 戻 し 量 制 御 弁 Ｖ の 開 度 を 開 き 側 に 調 節 す る と 、 排 出 流 路 ７ 内 の 圧 力 が 低 下 し て 、
旋 回 室 １ ３ か ら 戻 し 流 路 ３ に 吸 引 さ れ て 排 出 流 路 ７ に 戻 る 灯 油 の 戻 し 量 が 増 大 し 、 噴 出 口
１ か ら の 灯 油 噴 出 量 が 減 少 側 に 調 節 さ れ る 。 こ の と き 、 傾 斜 溝 １ １ よ り 供 給 さ れ る 流 体 の
圧 力 が 旋 回 室 １ ３ で 突 然 低 下 す る た め 、 噴 出 口 １ よ り 空 気 を 巻 き 込 ん で 噴 霧 振 動 が 起 こ る
こ と が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 本 発 明 の 要 部 で あ る 、 前 記 旋 回 室 １ ３ と 前 記 排 出 流 路 ７ と を 仕 切 る 仕 切 り 部 材 と し
て の 中 子 ４ の 形 状 に つ い て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ２ 乃 至 図 ４ に 示 し た 中 子 ４ は 、 外 周 の 上 側 面 に 形 成 し た 凸 面 部 １ ０ に は 二 段 階 の テ ー
パ ー 角 度 を 持 つ 段 差 つ き テ ー パ ー 形 状 と し て お り 、 一 方 の 上 側 に 位 置 す る テ ー パ ー 面 １ ０
ａ の 軸 心 に 対 す る 角 度 を α 、 他 方 の 下 側 に 連 続 し て 配 置 さ れ る テ ー パ ー 面 １ ０ ｂ の 軸 心 に
対 す る 角 度 を β と し た 場 合 、 先 端 部 の テ ー パ ー 角 度 α が 他 の テ ー パ ー 角 度 β （ α ＞ β ） よ
り 大 き く し て 緩 や か な 傾 斜 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 旋 回 室 に 開 口 す る 傾 斜 溝 １ １ は テ ー パ ー 面 １ ０ ａ ・ １ ０ ｂ に 正 面 視 に お い て
軸 心 に 対 し て 傾 斜 さ せ て 刻 設 さ れ て お り 、 該 傾 斜 溝 １ １ の 上 端 は テ ー パ ー 面 １ ０ ａ の 途 中
で 終 了 す る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 軸 心 に 対 す る 傾 斜 溝 １ １ の 底 部 の 傾 斜 角 を γ と す る
と 、 該 傾 斜 角 γ は 前 記 テ ー パ ー 角 度 β よ り も 小 さ く （ β ＞ γ ） 構 成 し て い る 。
　 具 体 的 に は 、 前 記 中 子 ４ の 先 端 の テ ー パ ー 角 度 α は 約 ６ ０ ° 、 β は 約 ４ ５ ° で 形 成 さ れ
、 軸 心 に 対 す る 傾 斜 溝 １ １ の 底 部 の 傾 斜 角 度 γ は 約 ４ ０ ° と し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 中 子 ４ を 構 成 し た の で 、 中 子 ４ と ノ ズ ル チ ッ プ ２ と の 間 に は 、 中 子 ４ の 頂 端
部 ４ ａ の 全 周 囲 に わ た っ て 間 隙 部 Ｂ が 形 成 さ れ る 。 環 状 空 間 １ ７ よ り 傾 斜 溝 １ １ に 流 入 し
た 流 体 は 、 該 間 隙 部 Ｂ に 入 り 込 ん で 一 旦 減 圧 さ れ て 旋 回 室 １ ３ に 供 給 さ れ て 噴 出 口 よ り 噴
出 さ れ る の で あ る 。
　 こ の よ う に 構 成 し た こ と で 、 戻 し 量 制 御 弁 Ｖ の 調 節 に よ り 旋 回 室 １ ３ の 圧 力 が 突 然 低 下
し た 場 合 に も 、 傾 斜 溝 １ １ か ら は 常 に 減 圧 さ れ た 流 体 が 旋 回 室 に 供 給 さ れ て い る の で 、 傾
斜 溝 １ １ よ り 供 給 さ れ る 流 体 が 急 激 に 旋 回 室 １ ３ で 圧 力 低 下 し て 、 噴 出 口 １ よ り 空 気 を 巻
き 込 む よ う な 事 態 を 少 な く す る こ と が で き る 。 よ っ て 噴 霧 振 動 が 起 こ る こ と が 少 な い 。
　 ま た 、 旋 回 室 １ ３ に は 適 正 圧 に 減 圧 さ れ た 流 体 が 供 給 さ れ る こ と と な る の で 、 噴 出 口 １
よ り 噴 出 さ れ る 流 体 に 勢 い が つ き 過 ぎ る こ と な く 、 粒 子 が 細 や か に な り 、 灯 油 燃 焼 バ ー ナ
の 燃 焼 効 率 が よ く な る 。
　 そ し て 、 こ の よ う な テ ー パ ー 形 状 の 中 子 は 加 工 が 容 易 で 、 コ ス ト を 安 く 形 成 す る こ と が
で き る の で あ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 ノ ズ ル チ ッ プ １ ０ ２ 内 側 に 形 成 し た 凹 面 部 １ ０ ９ を 湾 曲 さ
せ る こ と で 、 傾 斜 溝 １ １ や 間 隙 部 Ｂ の 体 積 が 広 が り 、 旋 回 室 １ ３ に 入 り 込 む 流 体 が よ り 適
正 な 水 圧 と な り 、 灯 油 燃 焼 バ ー ナ の 燃 焼 効 率 が よ く な る 。
　 な お 、 こ の ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 に 形 成 し た 凹 面 部 の 湾 曲 面 を 、 図 ６ に 示 し た よ う に 数 段 階
に 角 度 が 変 更 さ れ る テ ー パ ー 面 と す る こ と で も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 こ の ノ ズ ル チ ッ プ
２ ０ ２ 内 側 の 凹 面 部 ２ ０ ９ は 、 段 差 つ き テ ー パ ー 形 状 と な っ て お り 、 噴 出 口 １ 側 の テ ー パ
ー 角 度 ほ ど 緩 や か に な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う に ノ ズ ル チ ッ プ の 凹 面 部 ９ に 湾 曲 面 や テ ー パ ー 面 を 形 成 し た 場 合 に は 、
側 面 に テ ー パ ー 面 を 形 成 し な い 通 常 の 中 子 ２ ０ ４ を 使 用 し た 場 合 に も 、 間 隙 部 Ｂ が 形 成 さ
れ る こ と と な る の で あ る （ 図 ６ 図 示 ） 。 こ う し て 、 前 記 同 様 の 作 用 が な さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 し た 中 子 １ ０ ４ は 、 側 面 を 球 状 に 湾 曲 さ せ る こ と で 、 中 子 １ ０ ４ と ノ ズ
ル チ ッ プ ２ と の 間 に 間 隙 部 Ｂ を 形 成 す る こ と が で き 、 前 記 同 様 の 作 用 を な す も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 以 下 に 示 す よ う な 効 果 を 奏 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　

　

　

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 に 係 る 噴 霧 ノ ズ ル の 一 部 断 面 図 。
　 　 　 【 図 ２ 】
　 ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ） と 中 子 （ ４ ） を 示 す 断 面 図 。
　 　 　 【 図 ３ 】
　 中 子 （ ４ ） の 平 面 図 。
　 　 　 【 図 ４ 】
　 中 子 （ ４ ） の 全 体 斜 視 図 。
　 　 　 【 図 ５ 】
　 凹 面 部 に 湾 曲 面 を 有 す る ノ ズ ル チ ッ プ （ １ ０ ２ ） と 中 子 （ ４ ） を 示 す 断 面 図 。
　 　 　 【 図 ６ 】
　 凹 面 部 を テ ー パ ー 形 状 と し た ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ０ ２ ） と 、 通 常 の 中 子 （ ２ ０ ４ ） を 示 す
断 面 図 。
　 　 　 【 図 ７ 】
　 側 面 に 湾 曲 面 を 有 す る 中 子 （ １ ０ ４ ） と 、 ノ ズ ル チ ッ プ （ ２ ） を 示 す 断 面 図 。
　 　 　 【 符 号 の 説 明 】
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即 ち 、 ノ ズ ル チ ッ プ 内 側 の 凹 部 の 形 状 を 、 数 段 階 に 角 度 が 変 更 さ れ る 段 差 つ き テ ー パ ー
形 状 と し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の テ ー パ ー 角 度 よ り 緩 や か に 形 成 す る か 、 ノ ズ ル
チ ッ プ 内 側 の 凹 部 を 、 湾 曲 面 で 形 成 す る 。 ま た は 、 前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 二 つ の テ ー
パ ー 角 度 を 持 つ 段 差 つ き テ ー パ ー 形 状 に 形 成 し 、 噴 出 口 側 の テ ー パ ー 角 度 を 他 の テ ー パ ー
角 度 よ り 緩 や か に 形 成 す る か 、 前 記 仕 切 り 部 材 の 側 面 を 、 球 状 に 湾 曲 さ せ る 。 も し く は 、
前 記 仕 切 り 部 材 の 傾 斜 溝 の 底 部 の 、 軸 心 に 対 す る 傾 斜 角 度 を 、 仕 切 り 部 材 側 面 の テ ー パ ー
角 度 よ り 小 さ く 構 成 す る こ と で 、 戻 し 量 制 御 弁 の 調 節 に よ り 旋 回 室 の 圧 力 が 突 然 低 下 し た
場 合 に も 、 傾 斜 溝 か ら は 常 に 減 圧 さ れ た 流 体 が 旋 回 室 に 供 給 さ れ て 、 急 な 圧 力 変 化 に よ っ
て 噴 出 口 よ り 空 気 を 巻 き 込 ん で 噴 霧 振 動 が 起 こ る こ と が 少 な い 。

ま た 、 旋 回 室 に は 適 正 圧 に 減 圧 さ れ た 流 体 が 供 給 さ れ る こ と と な る の で 、 噴 出 口 よ り 噴
出 さ れ る 流 体 に 勢 い が つ き 過 ぎ る こ と な く 、 粒 子 が 細 や か に な り 、 灯 油 燃 焼 バ ー ナ の 燃 焼
効 率 が よ く な る 。

そ し て 、 こ の よ う な テ ー パ ー 形 状 の ノ ズ ル チ ッ プ や 仕 切 り 部 材 は 、 加 工 が 容 易 で 、 コ ス
ト を 安 く 形 成 す る こ と が で き る の で あ る 。



　 １ 　 噴 出 口
　 ２ 　 ノ ズ ル チ ッ プ
　 ３ 　 灯 油 戻 し 通 路
　 ４ 　 中 子
　 ５ 　 ノ ズ ル ケ ー ス
　 ７ 　 排 出 経 路
　 １ １ 　 傾 斜 溝
　 １ ３ 　 旋 回 室
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(6) JP 2003-230851 A5 2005.8.18
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